
府中東高校　2025年度　家庭基礎　年間授業計画

教科：（　家庭　）科目：（　家庭基礎　 ） 　対象：（第２学年１組～８組）

教科担当者：（１組：小池・笹間 ）（２組：小池・笹間）（３組：小池・笹間 ）（４組： 小池・笹間）

　　　　　　　　 （５組： 笹間・藤本）（６組：小池・笹間 ）（７組：小池・笹間 ）（８組：笹間・藤本 ）

使用教科書：　　家庭基礎　自立・共生・創造　　（東京書籍）　

使用教材：　　生活ハンドブック２０２５　（第一学習社）

教科の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

 【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標

【知識・技能】

知 思 主

人の一生と家族・家庭及び食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な理解を図るとともに、それらに係る知識・技能を体験的に身につけるよ
うにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定して、調査・
探究し、解決策を考察し、論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力
を養う。

さまざまな人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとする
とともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実
践的な態度を養う。

【思考・判断・表現】 【主体的に学習取り組む態度】

食生活の課題、食の安全と衛生、栄養の特
徴、食品の特質、健康に配慮した食生活に
ついて理解し、食生活の計画・管理に必要
な技能を身につける。高齢者を取り巻く社
会について知識を深める。乳幼児の心身の
発達と生活、子育て支援について理解を深
め、子どもの発達に応じて適切にかかわる
ための技能を身につける。消費生活の現状
と課題、消費者問題や消費者の自立と支援
について理解する。住生活の特徴、住居の
機能について理解し、自立に向けた住空間
を計画に必要な情報を収集・整理できる。

主体的な食生活を営むことができるよう健康にに
配慮した自己と家族の食事、日本の食文化の継
承・創造について考察し、工夫する。子どもを取
り巻く社会環境の変化や課題について考察し、子
どもとの適切な関り方を体験的活動から工夫す
る。自立した消費者として、生活情報を活用し、
適切な意思決定に基づいて行動できるよう考察
し、責任ある消費生活や住生活設計を工夫する。
学んだ分野を総合的に考え、生涯を見通した自己
の生活について考え、生活設計を工夫する。

衣食住・消費生活・子どもと家族などの分野で、健
康で文化的な生活を営むための知識と技能を身につ
けるための体験的な学習に積極的に取り組む態度を
養う。各分野の課題に対して情報を収集し、他者と
の協働・協議・発表を通して、自立と社会での共生
についての実践力を養う。

学習内容
単元の具体的な指導目標

 　　　　　　　　と評価規準

評価方法
予定
時数

１
学
期

第２章　人生をつくる
　　１　人生をつくる
　　２　家族・家庭を見つめる
　　３　これからの家庭生活と
　　　　　　　　　　　　社会

・多様化する家族のかたちを理解し、
自分の将来を考える。
・家族・家庭に関する法律を理解し、
これからの家庭生活のワークライフバ
ランスを考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み 4

第３章　子どもと共に育つ
　　１　命を育む
　　２　子どもの育つ力を知る
　　５　これからの保育環境

・新生児の能力や身体的特徴を理解す
る。乳幼児の心身の発達を学ぶ。
・妊婦体験、新生児人形などの体験活
動から親子のかかわりを考える。
・現代の子育て環境を知り、子育て支
援の必要性や福祉について考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み 8

第９章　経済生活を営む
　　２　購入支払いの方法
　　３　消費者の権利と責任
　　５　これからの経済生活

・多様化する支払方法や契約と契約ト
ラブルについて理解する。
・消費者をめぐる問題と救済方法につ
いて理解するとともに、消費者の権利
と果たすべき責任について考える。
・１８歳成年に伴う社会の変化につい
て知り、自立した消費者としての意識
を高める。（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述
レポート等
の考察

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

8



知 思 主
学習内容

単元の具体的な指導目標
 　　　　　　　　と評価規準

評価方法
予定
時数

合計 70

１
学
期

第７章　衣生活をつくる
　　３　衣生活の文化と知恵

・エコバック作りを通して、ミシンの
使い方や簡単な縫製の技術を身につけ
る。エコバッグの活用法やエコライフ
について考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

6

２
学
期

第４章　超高齢社会を生きる
　　１　超高齢社会の到来
　　２　高齢期の心身の特徴
第７章　衣生活をつくる
　　３　衣生活の文化と知恵

・超高齢社会における高齢者を取り巻
く環境について知り、高齢期を支える
社会のしくみについて理解する。
・エコバック作りを通して、ミシンの
使い方や簡単な縫製の技術を身につけ
る。エコバッグの活用法やエコライフ
について考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述
レポート等
の考察

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

第６章　食生活をつくる
　　１　食生活の課題
　　２　食事と栄養・食品
　　３　食生活の安全と衛生
　　５　調理の基礎

・食生活の課題について考え、５大栄
養素の特徴と食品の性質を知る。
・食中毒の予防を学び、実生活で生か
す。調理実習の心構え、道具などの扱
い方、食品衛生を学ぶ。
・野菜の調理法や下処理方法を学ぶ。
手軽に作れる自分の食事献立を調理
し、その栄養評価を行う。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述
レポート等
の考察

6

第６章　食生活をつくる
　　５　調理の基本
第７章　衣生活をつくる
　　３　衣生活の文化と知恵
　　１　被服の役割を考える

・お菓子作りの基本や小麦粉の特性を
知る。
・エコバック作りを通して、ミシンの
使い方や簡単な縫製の技術を身につけ
る。エコバッグの活用法やエコライフ
について考える。
・被服の機能について理解し、TPOに応
じた着こなしについて考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テストプリ
ント等の記
述
レポート等
の考察

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

8

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

8

第７章　衣生活をつくる
　　２　被服を管理する
　　３　衣生活の文化と知恵

・被服の材料、繊維の特徴を理解す
る。取り扱い絵表示の意味について知
り、衣服の入手や洗濯、管理の正しい
方法について考える。
・エコバッグを完成させ、バッグの取
り扱い表示ラベルを作成することから
衣服の入手や洗濯、管理の正しい方法
について考える。洗剤についての理解
を深め、環境について考える。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

4

３
学
期

第８章　住生活をつくる
　　１　住生活について考える
　　２　住生活の計画と選択

・住居の機能と平面図について理解
し、だれもが住みやすく安全で快適な
住環境について考える。
・自立した将来の住生活を計画し、賃
貸物件の情報検索や情報の見方及び契
約について理解を深める。
（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述
レポート等
の考察

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

第１１章　これからの生活を創造
する
　　１　生活をデザインする

・人生に起こりうるさまざまなライフ
イベントを想定し、健康な生活をおく
るためにできる事や家計のマネジメン
トを考える。（知・思・主）

プリント プリント等の
記述

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み

4

6

第８章　住生活をつくる
　　２　住生活の計画と選択
　　３　住生活の文化と知恵

・平面図について理解し、自分の部屋
を平面設計を通し住みやすく安全で快
適な住環境について考える。
・日本の住文化の継承・創造のために
気候や風土、歴史や民族の違い、時代
の変化によって異なる世界や住文化に
ついて理解する。（知・思・主）

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト
プリント等の
記述
レポート等
の考察

プリント等課
題の提出
授業中の取
り組み 8


